
日本医史学雑誌第48巻第3号(2002) 384

醇
己
編
著
の
「
口
歯
類
要
』
（
一
巻
・
一
五
二
九
年
）
は
、
中
国
伝

統
医
学
に
お
い
て
、
口
腔
医
学
専
門
書
と
し
て
は
数
少
な
い
一
つ

で
あ
る
。
一
般
に
口
腔
に
関
す
る
記
載
は
、
全
体
の
中
で
一
章
と

し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
口
腔
に
関
す
る
専
門
書
と

し
て
は
、
「
漢
書
芸
文
誌
』
に
よ
れ
ば
、
張
仲
景
の
「
口
歯
論
』
一

巻
が
存
在
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
今
日
で
は
伝
承
さ
れ
て

い
な
い
。
今
回
、
『
口
歯
類
要
」
の
歯
痛
第
三
に
つ
い
て
考
察
を
行

っ
た
。
底
本
は
内
藤
記
念
く
す
り
の
博
物
館
所
蔵
の
『
口
歯
類
要
」
、

一
九
八
三
年
人
民
衛
生
出
版
社
版
「
口
歯
類
要
」
に
よ
っ
た
。

「
口
歯
類
要
」
歯
痛
第
三
は
、
そ
の
原
因
論
と
治
験
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
。
中
国
伝
統
医
学
で
、
歯
痛
に
関
す
る
記
載
は
古
く
、

『
武
威
漢
代
医
簡
」
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
「
武
威
漢
代
医
簡
」
で

は
、
歯
痛
の
原
因
と
し
て
経
脈
説
、
虫
蝕
説
の
二
つ
の
考
え
方
が

29

「
口
歯
類
要
』
に
お
け
る
歯
痛
に
関
す
る

考
察

1）

西
巻

、
１
Ｊ

、
〆
』

明
彦
・
寺
師

睦
宗

あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
歯
痛
の
病
理
論
に
つ
い
て
、

巣
元
方
の
『
諸
病
源
候
論
」
（
六
一
○
年
）
に
お
い
て
、
二
十
一
門

の
牙
歯
病
の
う
ち
十
六
門
は
風
に
よ
る
も
の
、
塁
に
よ
る
も
の
が

四
例
、
外
傷
に
よ
る
も
の
が
一
例
で
あ
っ
た
。
戸
出
一
郎
氏
に
よ

れ
ば
、
「
歯
痛
を
主
訴
と
す
る
歯
牙
疾
患
、
即
ち
風
歯
・
雛
歯
・
牙

歯
病
は
疾
病
の
経
過
或
は
軽
重
か
ら
い
え
ば
、
牙
歯
痛
が
最
も
軽

く
、
次
い
で
風
歯
・
雛
歯
の
順
序
で
重
篤
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ

る
。
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
弓
諸
病
源
候
論
」
で
は
こ
の
順
序
に
配

列
さ
れ
て
い
る
が
「
医
心
方
」
で
は
風
歯
・
齪
歯
・
牙
歯
痛
の
順

序
と
な
っ
て
い
る
。
『
外
台
秘
要
方
』
で
は
お
お
む
ね
牙
歯
痛
・
齪

歯
・
風
歯
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
」
と
記
し
て
い
る
。
一
般
に
は
、

唐
代
ま
で
は
歯
痛
の
原
因
と
し
て
風
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
口
歯
類
要
』
で
は
、
風
の
他
に
湿
熱
、

虚
熱
、
気
虚
、
胃
火
、
大
腸
熱
、
諸
経
錯
雑
の
邪
等
、
さ
ま
ざ
ま

な
病
因
論
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
「
歯
は
寒
熱
を
悪
む
等
の
症

は
、
手
足
陽
明
経
に
本
づ
く
。
其
の
動
揺
脱
落
す
る
は
足
の
少
陰

経
に
本
づ
く
」
と
、
『
霊
枢
』
の
経
脈
編
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
お

り
、
「
歯
は
腎
の
標
、
口
は
碑
の
籔
」
に
つ
い
て
は
、
「
素
問
』
の

概
念
を
採
用
し
て
い
る
。
「
霊
枢
』
に
お
い
て
は
、
下
の
歯
は
、
手
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の
陽
明
大
腸
経
、
上
の
歯
は
、
足
の
陽
明
胄
経
に
関
連
が
あ
る
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
臨
床
的
に
は
両
者
が
錯
綜
す
る
こ
と
が
多

く
、
『
口
歯
類
要
」
で
は
、
『
霊
枢
」
で
の
概
念
を
省
略
し
て
い
る

の
か
、
臨
床
的
立
場
に
た
っ
て
い
る
の
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
「
諸
病
源
候
論
」
に
見
ら
れ
る
多
岐
に
わ

た
る
病
名
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
外
科
的
処
置
は
、
ほ
と
ん
ど
記

載
さ
れ
て
い
な
い
。
詳
己
は
、
「
外
科
枢
要
」
二
五
七
一
年
）
な
ど

で
も
、
内
科
的
な
托
・
補
法
を
得
意
と
し
て
お
り
、
「
口
歯
類
要
」

も
、
そ
の
概
念
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
「
口
歯
類
要
」
と
ほ
ぼ
同
時

代
の
陳
実
功
の
「
外
科
正
宗
」
二
六
一
七
年
）
で
は
、
歯
病
の
原

因
と
し
て
、
風
・
火
・
陽
明
の
湿
熱
の
三
種
類
を
挙
げ
て
い
る
が
、

気
虚
に
関
し
て
は
直
接
的
に
は
取
り
挙
げ
て
い
な
い
。
後
代
の
口

中
書
に
お
い
て
も
、
気
虚
に
関
し
て
取
り
挙
げ
る
こ
と
は
少
な

く
、
有
持
桂
里
の
『
稿
本
方
輿
輔
』
（
十
九
世
紀
）
で
、
「
俗
に
気
歯

と
云
あ
り
、
是
は
華
書
に
も
な
き
こ
と
な
る
が
。
」
と
記
し
、
気
虚

に
よ
る
牙
歯
病
は
、
も
っ
と
も
多
い
虫
歯
の
原
因
と
挙
げ
香
附
縮

砂
の
薬
を
す
す
め
て
い
る
。
現
代
中
医
学
は
、
歯
痛
の
主
な
原
因

と
し
て
、
風
熱
、
風
寒
、
胄
火
、
虚
火
、
腎
陽
虚
な
ど
を
挙
げ
て

い

る
0

治
験
に
は
、
補
中
益
気
湯
を
処
方
す
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
柴

胡
剤
を
使
っ
た
治
験
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
、
現
代
歯
科
臨
床
に

お
い
て
も
、
歯
周
病
、
あ
る
い
は
、
不
定
性
歯
痛
が
、
補
中
益
気

湯
で
奏
効
す
る
こ
と
が
多
く
、
『
口
歯
類
要
」
は
、
現
代
歯
科
臨
床

で
も
有
益
な
害
で
あ
る
と
言
え
る
。

『
口
歯
類
要
」
の
歯
痛
第
三
は
、
経
脈
説
を
中
心
と
し
て
歯
痛
の

概
念
が
記
述
さ
れ
、
そ
の
原
因
と
し
て
前
時
代
か
ら
の
風
諭
に
加

え
、
火
、
湿
熱
の
原
因
説
の
他
に
、
気
の
原
因
を
新
た
に
加
え
た

こ
と
が
、
特
徴
と
さ
れ
る
。（

日
本
歯
科
大
学
新
潟
歯
学
部
医
の
博
物
館
）

（
慶
應
大
学
医
学
部
）


